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（要  旨）  

鶉糞処刑の一－・閤としてビニ【ルハリスて寺側儲澱江‥普脚し？すい状態まてに乾燥Lて計供  

式で焼却処理セナテ1〔うためにナ1Jッツの角型炉とと二、【ム1†の唱勲炉の2唖を試作Lた。排煙  
の臭気を木炭と木蘭湧別用の消臭糟て消臭したが効果が少なかったのでこれを弟1濾過槽とし  
て典集，縫取 タ【ル成分等を破過L、次い－亡∵卜耶脱臭異れ7々設：十，ニれろ甥2楓過糟上して  

滑染を試みたところ比嘩的良い結果ケ閏た。  

の状i仙よ焚「】のノ叉対伍1jと4つの伸こ焼けゾ二いr侶相川凍  

るので．「勺繹7．5ぐm，長さ1mのと⊥－ム管を角より  

40珊内側へ仁木宛4本な管と管の間隔55珊でロストル】二  

に手：てた．ノ 管にはF軋ヒり20亡母間隔で3ケ所．両側で  

6ケ所に律2～3emの大きさの穴をあけた■．二りか内の  

通気遣を作ることにより完全に焼却と」1来待ろようになっ  

たJ消臭については，木炭と木酢綾を使用したカ；，ニ九  

〟〕みでは木元勃で臭気が次矧こ強くなるので．Lこ部より  

噴葦器で排碓を木酢睦や香料の稀釈液で凍潤してみたが  
勃勤ま少なかった、消臭のために木炭による消臭糟を雛  

l次の濾過槽として．第2次濾過槽を十．焼脱臭凝滞汚守  

川することにした∴は2のとおりである〔～   

この：t二壌碇臭装匪は以lⅢ火力乾燥機の脱史用に使用  

し，三二1詰りをおこして使用1て能の状態であったものの，  

秒屠を翫り去りこの部分を砂利で柿充したものである（）  

（2）ヒューム懲；炉について（璧型炉〕   

ヒューム堅ほ紅径1m内径82crnJ早さ8cm高さ63emのも  

のをブロヅク紡帯2段の＿L二3段楷みとげたり横杭ブロッ  

クの一部30cmを空間として焚ロとLた■ －㍉ストルほ鉄製  

の山型でL【lり高さ3em政所4emLl」と山の間隔3cnrで厚さ  

5一山mのものをブロック2段臥 内側のでている部分を支   

ま え が き  

鶏彗堅処即の一二鰐としてビニーール／、ウス利用の蛇軌 消  

臭を試みてきたが，今1明さらに，余剰鶏糞を焼却処則す  

ることを目的とし，自燃式慌封1およびその排煙の消臭に  

ついて，農林省林業試験場の協力をⅥて．焼却炉七瀾戌  

およひ木炭と木酢渋の消臭効県にに関する二三の試顆を  
行なった。  

試験材料および方法  
11］燃式焼却炉の試作と改造の経過  

（1）ブロックかについて（fr】‘甲世り   

ブロックか庸コンクリートプロッ γを125cm〉（l■こう5cmtX  

135cnlに釈ノ人，1面の下狛中舟こブロック1杖分の太さ  

さの灰抜出l」を作り．内部は耐火キ′Lクル張りとした  

熟ま鉄製で尾秋型としこの一芸糾こ排煙管を畑十これを上  
小こ導き．送俳風機で煙を消臭構に；尊くようにしたっ ロ  

ストルは鉄製のLL雌で聞暇3emi琶さ3ぐmのもので閲lの  

とおりである。送排凰機で外気を送入し．僻を冷やしな  

がら排煙雪でを通L消臭糟へ言草くように試みたカて，誹輝カニ  

不充分で炉かち右肘：トける状態であったので、i去排凧機を  

椚臭槽手前2mの所に設問することで己女若されたヾ賭却   

ホ東京都畜鍾試牧場浅J】t分場 八三E子市東浅川546－1   
＊＊農林省林業試斡均林産化学郡 刃王）う澗；目黒区下廿黒  
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園1 ブロック炉の怖造  
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図3 ヒュ“ム管炉の構造  

択に排煙を導入して試験を行なった。Lかし焼却な実施  

しているうちに1次濾過糟の外壁の木部が発火する解放  

が発生したので，これを7■ロックで作りなおすと共に炉  

の蓋を頼りほずしが自由に出来るようにし，またロスト  

ルの破折を少なくするために廉いとごL－ム管の通気遺を  

除き，通気道は棒で穴を紆に4個所あけることにし，排  

煙≠酌ま炉の上部のヒュ←ム管に取付けこれを土中に通し  
第1濾過槽濫牒き更に第2濾過槽へとテ射、た。炉り鶏糞  

収容量ほ2逓とも含水率68％程度のもので約650kg盲椚を  

である。ヒ。．－〈ム管炉の改善後の帖造ほ図4のとおりで  

ある。  

図2 消 臭 装 首王  

えとして載せた。蓋ほ円錐型の鉄製で円錐の上部に径16  

mの排煙管をつけ，90x90×90emの木製で内壁を耐火セ  

メントを張った消臭糟に導いた。円錐型の部分iこ20x  

25〉（40e皿の開閉戸を付け投入口とした。焼却の状況は壁  

滴特に腰口と反対面に焼けない部分が出来るので，内径  

8印外径12em長さ1．8mのヒュ←ム管の下部に径2emの  

穴を間隔20cmで1列4胤 3列12個あけ．これを3本，  

壁面から10em，管の間隔40emにロストル上に立てること  

により改善きれた∩鉄撃とのロストルや炉内通気遺のヒュ  
ーム管の穴をあけた90c血の部分は．耐火セメント（キャ  

スター）で包むことにより破損が防止出来た。鉄製のロ  

ストルでほ1回の使用でl机が1てくるが，この防止にも  

鉄を芯としてキャスターで包むことで効果があった。）図  

3のとおりである。   

とこ．．－ム管炉もプ∩ック炉の場合と同じように消臭槽  

だけでは消臭効果が不充分であったので同じ土壌脱臭装  

デモ 
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躍内・洒水・永田他：鶏糞の焼却と消臭  

表1 炉内温度とアン∴モエアガスの変化  2 苅糞および木炭   

鶏糞は毎日横取ってビニーノしノ、ウスに投入しておいた  

ものを使用した。したがってその都度水分含有率は異た  

っているが，およそ38％～76％の含水率であった。木炭  

ほバーク嵐 楢炭で25～40cm前後の厚さに窮1濾過惜に  

入れその上に木酢液を18～40β散布した。  

3 調査項目と測足三   

炉内温度，および第1濾過櫻ざの木灰屑，土壌脱臭装置  

の砂利層上の温度を自記訊け定装同により測定した。カ■ス  

の測定ほ北川式其空ガス検知器と検知管を使用して，ア  

ンモニア．メチルノルカブタン，→酸化炭素，硫化水  

素．炭酸カースを測定し，測定時にその場所の温度，使用  

燃料螢，焼却後の灰の発生量等を測定した。消臭効果の  

測定にはヒューム管炉を主として使用した。  

試験結果および考察  
1 異型炉の成統  

第1Fl】  

（1）」時期 49年4月25日午前8崎45分点火，9時45分典   

口閉，択の振出L27日午前10暗  

（2）鶏糞 含水率60％のもの244kg，59％のもの72kg，   

75％のもの135kg合計451kg  

（3）燃料 炉のロストル上にトウモロコシの芯を12kg   

入れてその上に鶏糞を投入 焚付けには廃材薪4東な   

使用。  

（4）木炭 粥0♂，99kg 末酢液40β散布  

（5）炉内混鮭とアンモニアカ■スの変化状況ほ表lのとお   

り  
（6）灰【lヒ 54kg一 投入難糞に対する割合12％，未燃焼灘  

温     度 Oc 車高詔平吉幣  
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2kg．0．4％  

第2同  

（1）牲朋 49年6月15日午前g岨烏丸10時焚日間  

（2）鶏糞 含水率謂％のもの170kg，69％のもの96kg，   

75％のもの93kg合計359kg，  

（3）燃料トウモロコシ芯1l．4kg，廃材新4薙ミ  

（d）木炭 前帽のままで木酢液40針散布  

（5）温度の変化状況ほ表2のとおり。  

（6）灰見 42kg，親御こ対する割合11・7％，来燃焼糞3   

kg o．89も  

第3阿  

（l）崎軌 49年l（り〕】4日午後l時30分ノさミ火，2時30分焚  

衣2 温 度 の 変 化  

U手薄内．L二   
㊥  ¢） 槽下i桔㊦上1砂黙上  
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表3－2 ガ ス の変化  l1閉，16Ei午前q：灰取り出iし  

（2）鶏糞 含水率64％のもの420kg．76％のもの47kg   

計467kg  

（3）燃料トウ・モロコシ芯6kg，廃材薪2束．粗菓2東  

（4）木炭 45kg．木酢液18β散布  

（5）温度変化ヒカスの状況ほ表3－】，ノ壬32のとお   

り（  

（6）灰工証 67kg．糞に対する割合14・3％，来燃焼：糞3   

kg，0．6％．来燃焼糞は温度深手にひっかかっで卜降   

したいたさらに川凍る場合が多いり  
第引・】】  
（l）鴫期 5的ミ2月18日午前9‖勘案火，10崎焚†1肌 20   

r丁午再小川死の1反り出し  

（2）鶏糞 含水薄く48％のもの126kg，50％のもの133kg．  

J三3rl 温 度 変 化  、C  
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60％のもの2］6kg．72％‘つもの25kgl今計500kg  

（3）燃料 トウモロ：コシ芯Glこg，廃材薪2丸 剤粟2武  

（」）木炭 楢庚5ぐmの粗悪jしたもの3仙g，樟i皮朕30kg計   

6（）kg．厚さ25em．木酢液30β散布  

（5）侭度変化とガスの状況は素4－1，歳4、2のとお   

り  
（6）灰㌢－1：42kg．糞に対する？‡！j舎ほ8・4ワる，朱燃焼犯】   

kg．0．2％   

以上4例におけう糞C里うと入はトウモロコシの芯を初め  

に人丸バ畑こ驚汲のでキ水子手ミの低いものから入れl烹火し．1  

町制後に凝L」の仁君；をわすかにけijけて胃‡じn燃に移行す  

るょうにした「か西の粗J覧変化はその都度異なるがこれ  

は糞の燃えてテヱLく状態で 探i’・周辺す取舵状況に1って  

異なってくるためであるr 火ノノがヤ」壬パこ′とる三うに焚く  

ことぅl；，糞の卜旋毛ニ、巨均化L？生え喋りセサ7悠くする乳・∴  

てある炉相良度は焚Il∴て卜押し 糞に着火Lてくると  

：いの卜瀧の温度が卜帰する一かの中程l潤は糞の燃蚊  

につ．巨て災力：錯誤すろた？・うにその状況に1恒温碇の上卯  

の】呼悶」的拝過ほ→足していない．水銀による消臭濾；4醜l【さ  

の隠度葉ほ比腰的少たく，燃焼】ト終り仁7）頃で85～50〕C  

であった．ヒ廉脱臭装『掩重削空ほ砂利椚．⊥部で15～30い  

C，Eす秒卜火端のUす購り］ではこの約†F！程度である． 

温度の」二昇は＝奔の津化能力の低下の原因につながるこ  

とでもあるから，廃ガス荘＝空の低‾りノf」上について儒せす   
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表4－1 温 度 の 変 化  
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表6 温度とガスの変化状況  
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29／AM9．00  7  8  

（1）時期 49年11月30日午前10時点火，11時焚口閉12   

月3日午前中灰の取り出し  

（2）鶏糞 含水率63％のもの145kg，68％のもの147kg，   

70％のもの216kg合計50さkg  

（2）鶏糞 含水率60％のもの479kg，62％のもの173極合   

計652lくg  

（3）燃料 トウモロコシ芯6kg，廃材薪2束，約束2粟  

（4）木炭 前回と同じものに木酢液卸β散布  

（3）燃料 トウモロコシ芯6kg，廃材薪2東，粗菓2召上  （5）隠匿とガスの変化ほ表6のとおり。  

（4）木炭100kg，木酢液30β散布  （6）灰蚤 83kg生糞に対する割合13・2％，末燃焼糞3kg，  

（5）炉内温度の変化は表5のとおり  0・46％  

（6）灰量 57kg．生糞に対する合剖11・2％，東燃脱糞3  以上2例で角型炉も焼却が可能であったが，蓋の部分   

はヒ1－ム管炉と同様に取りはずし自在のものとし，炉  

内の重いヒューム管の通気道を放き，ロストルの琴曲を  

防く▲ようにすることが必要である。また送排夙故にクー  

ル成分の附着が多いから整備に留意しなければならな   

kgで0．5％  

措2回  

（l）時期 50年2月25日千綿9時45分点火10時45分焚   

日間し，29日午前中灰の取り出し  



殿杓‥l■f水・東川他：鶏糞の概≡ルと消臭  

いL二 上限脱臭裳齢を快潤しても焚付II当＝の放しく燃えてい  どのように変化するかほ今後の灘鴨であるが，長期使用  

る場斜まやや臭気が感じら九るれ 時間をかけてゆっく  のためにほ排椰温度を更に低下させて，【t二壊微生物への  

り燃やすようにすると臭気を感じないことからして，鶏  悪長じ響をなくし，かつタール成分や臭気成分等を水難父  

′糞の含水率を減少させ．燃えやすいものとしてゆっくり  の液化により減少させることが必要と思われる，  

燃すことが良いようである‖ 長】附こ亘って班用するので   


